
「炭鉄港」の地域づくり

NPO炭鉱の記憶推進事業団
取組みのご紹介

事務局長 北 口 博 美

2019年11月29日（金）

資料４



経緯
1998年 道空知支庁の「炭鉱の記憶事業」を契機に市民活動が始動
2003年 日独交流ＷＳ（三笠・美唄）、国際鉱山歴史会議（赤平）
2005年 産炭首長による炭鉱遺産サミット（夕張）を開催
2007年 夕張市財政破綻を契機にＮＰＯ法人化
2009年 そらち炭鉱の記憶マネジメントセンター（岩見沢）を開設
2010年 空知・小樽・室蘭を結ぶ「炭鉄港」キャンペーンを開始
2013年 産業観光・教育旅行の開発に着手
2016年 空知振興局からの委託で炭鉄港ストーリーを取りまとめる
2018年 夕張市石炭博物館の指定管理、赤平市炭鉱遺産ガイダンス施設の一部業務を委託
2019年 「炭鉄港」が日本遺産に認定

目的
足もとに残る地域固有の資源「炭鉱の記憶」を手がかりに地域を元気にする

【地域住民】 誇り・自信を持って自らの人生を語りはじめる
【北海道民】 空知産炭地域が必修科目（近代）として認識される
【日本国民】 「すでに起きた未来」を鏡に自分の地域・人生を自省する

NPO法人炭鉱の記憶推進事業団

←ここから



【見方が変わったきっかけ】

決めつけないで、違う角度から見る

多くのひとから体験談、まちの歴史を直接聞く

自分が案内する事で知る

他のまちの産業遺産や歴史的建造物を見て産業観光に興味を
持つ

好奇心がさらに高まっていく

自分のまちの凄さに次々気づかされる



【周囲が変化】
自然と、応援してくれるひとが増えてくる

今まで全く興味のなかったひとも訪ねてくる

行政、旅行会社、メディア、地元の学校からなどの依頼
がさらに増える

空知地域固有の資源と認められた

【海外からも反応が】
韓国、平昌（炭鉱地域）からの視察団。ベルギー、中国、
フランスなどから日本に留学している研究者や学生。知
的旅行心の強い個人型

NHKワールドJAPAN、キャセイパシフィック航空の機内
ビデオ



1.地域情報の提供 2.石蔵ギャラリーでの展示・催事

3.教育機関などの講座や授業協力 4.地域活動の展開



5.ツアーの開催や各種手配

6.外に飛び出すＰＲ活動

7.小樽・室蘭・空知で連携した取組

様々な事を知り、
方法を考え実施し、
思いを持って。



北の産業革命「炭鉄港」
～本邦国策を現地に観よ～

港湾

石炭
鉄鋼

鉄道

島津斉彬の思い



炭鉱施設や炭鉱まち歩き



施設の公開





施設の活用





















【今後は…】

今あるものをベストな手段で光らせる

観光重視の開発をしてせっかくの景観を壊したり、変に手を加
えて本来の持つ良さを損なわないようにする

周辺地域や団体と連携して、それぞれの特性を活かしたものを
組み合わせ、様々な観光資源を魅せる（炭鉄港と繋がるのは、
インフラツアーやシーニックバイウェイなど）

新千歳空港や札幌から近いという位置関係を利用する

「北海道の空知に行きたい」を思ってくれるファンを増やし、
そこからの繋がりを大切にする



炭鉄港は、S I T（Special Interest Tour) ！
（趣味やテーマ性が高い、特別な目的に絞った旅行）

「炭鉱の記憶」「炭鉄港」は、
地域固有の財産であり、
まちのルーツだから！！


